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☛すべての教科で・・・ 

 

① 児童生徒の学習意欲を高める課題の工夫を 

 本時のねらい達成につながり「必然」がある学習課題を設定する。 

 一人一人が取り組みたくなる課題提示の工夫をする。 

 学習の見通しをもたせ，課題意識を喚起する。 

 

 

② 考えを深め広げる児童生徒主体の学び合いを 

 教科のねらいに沿った学び合いの目的を明確にする。 

 主体的・協働的に学ぶ学習を効果的に取り入れる。 

 児童生徒の考えを深め，広げるコーディネートを工夫する。 

 

 

 

③ 学んだことを実感できる振り返る活動の充実を 

 教科の特質を踏まえた定着や習熟の時間を確保する。 

 子ども自身が学習内容を実感するまとめを行う。 

 学んだことや自己の変容を自覚させ，達成感をもたせる。 

 

 

授業改善  ３つの強化ポイント（実践編） 

～質問紙調査の結果を踏まえた授業改善をどの学級でもすすめるために～ 


